
 
 

 

 

 

■ ５月８日は世界赤十字デー 

世界の赤十字社・赤新月社は現在、192 の国と地域に広がっています。ところで皆さんは赤十字

の創始者をご存知でしょうか？赤十字の創始者は、スイス人の実業家、アンリー・デュナンです。

今からおよそ 150年前、デュナンはイタリア統一戦争の激戦地で救護活動にあたった経験をきっか

けに、1863年に赤十字国際委員会の前身である「五人委員会」を立ち上げ、これが今日の、国際赤

十字組織の原点となりました。 

アンリー・デュナンの誕生日である５月８日は「世界赤十字デー」。世界に広がる赤十字・赤新月

運動の意義について、その原点に立ち返ります。 

 

■ 赤十字の誕生 

アンリー・デュナンは 1859年６月、フランス・サルディニア連合

軍とオーストリア軍の間で行われたイタリア統一戦争の激戦地、ソ

ルフェリーノの近くを通りかかりました。そこで見たものは、４万

人もの死傷者が打ち捨てられているという悲惨なありさまでした。

デュナンは、すぐに町の人々や旅人たちと協力して、放置されてい

た負傷者を教会に収容するなど懸命の救護を行いました。「傷ついた

兵士はもはや兵士ではない、人間である。人間同士としてその尊い

生命は救われなければならない」との信念のもとに救護活動にあた

ったのです。 

ジュネーブに戻ったデュナンは、自ら戦争犠牲者の悲惨な状況を

語り伝えるとともに、1862 年 11 月『ソルフェリーノの思い出』と

いう本を出版しました。この中で、以下の必要性を訴えました。 

 

① 戦場の負傷者と病人は敵味方の差別なく救護すること 

② そのための救護団体を平時から各国に組織すること 

③ この目的のために国際的な条約を締結しておくこと 

 

この訴えは、ヨーロッパ各国に大きな反響を呼び、1863年２月、赤十字国際委員会の前身である

「五人委員会」が発足、五人委員会の呼びかけに応じてヨーロッパ 16 カ国が参加して最初の国際

会議が開かれ、赤十字規約ができました。 

 この規約により各国に戦時救護団体が組織され平時から相互に連絡を保つ基礎ができ、デュナン

の提案の一つが実現しました。そして翌 1864年には、ヨーロッパ 16カ国の外交会議で最初のジュ

ネーブ条約（いわゆる赤十字条約）が成立。『ソルフェリーノの思い出』の出版からわずか３年でデ

ュナンの呼びかけは人々の賛同を呼びここに国際赤十字組織が正式に誕生したのです。そして、戦

時救護を目的として誕生した赤十字は、多くの賛同者、ボランティアを巻き込む世界的な「運動体」

として、その活躍の場を平時の自然災害や疾病対策・対応にも広げていきました。1919年に設立さ
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れた各国赤十字社の連合体である赤十字社連盟（現在の国際赤十字・赤新月社連盟）は、第一次世

界大戦後の感染症（チフス、スペイン風邪等）流行への対応がその設立の契機になったことでも知

られています。

 

■ 世界で広がる医療従事者へのエール  

現在、世界中で新型コロナウイルス感染症が猛威を振る

う中、国際赤十字も総力を挙げてその対応にあたっていま

す（国際赤十字の対応については 4月 8日付の本ニュース

「新型感染症に対する国際赤十字の動き」もご覧くださ

い）。その最前線で戦う医療従事者らはまさに、自らもリ

スクを負いながら活動に従事していますが、そうした人々

に感謝の意を示す「Clap for Carers (クラップ・フォー・

ケアラーズ)」というキャンペーンが今、世界的に展開さ

れています。 

国際赤十字でも、５月８日の世界赤十字デーに合わせ、、

「#Keepclapping」のハッシュタグにより本キャンペーン

に参加しています。赤十字のキャンペーンでは、医療従事者だけではなく、最前線で活躍する赤十

字ボランティアに対してもエールを送るもので、各国の赤十字・赤新月社が SNSを通じて発信して

います。 

バングラデシュ赤新月社からのエールはこちら

https://www.facebook.com/21976174279/videos/540808823298581/ 

 

■ 全国の医療従事者への応援プロジェクト「#最前線にエールを何度でも」 

世界の医療現場と同様に、日本の医療の現場もこれ

まで経験したことのない危機的な状況に直面してい

ます。医師や看護師などの医療従事者が、命がけで立

ち向かっています。人を救う立場にある彼らの健康

や立場が阻害されることは、彼らそのものだけでな

く、本来そうした医療従事者によって助かった命を

も同時に失うことになりかねません。 

 医療現場に負担をかけないために、自宅にいるよ

う心がけている方々もいらっしゃる一方で、ウイル

ス感染のリスクのある現場で働く人たちに、心ない言葉をかける人、偏見を持つ人がいることも事

実です。このままでは、医療従事者の中には、孤立を感じ、心が折れてしまう人も出てきてしまう

かもしれないのです。  

そうした人々の心の溝を何とか埋めることはできないか。そんな想いから、日本赤十字社はひと

つのプロジェクトを立ち上げました。それが、「#最前線にエールを何度でも」です。医療ドラマの

主題歌にもなった DREAMS COME TRUE「何度でも」。何度くじけそうになっても立ち上がろうとする

この曲に、「励まされた」という医療従事者からの声も多いことを知り、日本赤十字社は UNIVERSAL 

MUSIC と協力を依頼し、医療従事者を支えたいという想いを託す曲として、無償で使用させていた

だけることになりました。  

https://www.facebook.com/21976174279/videos/540808823298581/


 

読者の皆さんもご自身の SNSで「#最前線にエールを何度でも」のエールを発信してみませんか？

プロジェクト詳細はこちら→ http://campaign.jrc.or.jp/nandodemo/ 
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